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研究成果の概要（和文）：無線による筋電計測に腕時計型生体センサおよび騒音計を加えた携帯

型睡眠時ブラキシズム（睡眠中の歯ぎしり）検出システムを開発し、ビデオ記録と照合するこ

とで本システムによる睡眠時ブラキシズム検出の有用性を検討した。また、睡眠時ブラキシズ

ム直前に心拍数が上昇することを確認し、その上昇をトリガーとして口腔領域に対して軽微な

電気刺激を付与することにより、睡眠時ブラキシズムが有意に抑制されることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）：A portable sleep bruxism detection system with a wireless electromyograph, a 
wrist-watch type biological sensor and a noise level meter was developed. Validity of this system was 
tested by the reference video recording. Elevation of  
heart rate before the sleep bruxism event was confirmed and suppression of sleep bruxism with minimal 
electrical stimulation triggered by the elevation of heart rate was demonstrated. 
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１．研究開始当初の背景 
 睡眠中に行われる歯ぎしりとして知られ
る睡眠時ブラキシズムの種々の為害性は指
摘されているが原因の解明には至っておら
ず，その治療は対症療法が主でオクルーザ
ル・スプリント等の口腔内装置，薬物療法，
リラックス療法，認知行動療法等がある．中
でもスプリントは広く応用されてきたが，近
年その効果に疑問が提示されるようになり，
ブラキシズム抑制よりも歯の保護にのみ効
果があるとの考えが一般的になっている．こ
の点からスプリントは積極的にブラキシズ

ムを防止するものではなく，受動的な装置と
いえる． 
 睡眠時ブラキシズムの診断についても，現
在は正確な診断には検査入院によるポリグ
ラフ記録が必要で，費用や時間がかかる．こ
のため，睡眠時ブラキシズムの臨床的研究を
行うには，患者が自宅で使用できる持ち運び
可能な睡眠時ブラキシズム診断システムの
開発が必要である． 
 当研究者らは平成１８年度～平成１９年
度基盤研究（Ｃ）「ウェアラブル睡眠センサ
による睡眠時ブラキシズムの予測と能動的
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抑制」で電気刺激によりブラキシズムを抑制
しており，能動的に外部から刺激を与えるこ
とによるブラキシズム抑制の可能性を示し
た．また，ブラキシズム発生の直前に心拍数
が増加することが知られており，心拍をモニ
ターすることによりブラキシズムを予測し
未然に防ぐことができると考えられる． 
 
２．研究の目的 
(1) 持ち運び可能で睡眠時ブラキシズムの
客観的，定量的な診断ができるシステムを作
製し，睡眠への影響と検出精度を検討する．
このシステムは睡眠時ブラキシズムの抑制
効果判定のために必要である． 
(2) 睡眠時でも大きな違和感なく身体に装
着可能な小型装置を用いて，心拍数上昇から
ブラキシズム発生を予測し未然に抑制する
システムを開発する． 
 以上により，ブラキシズムを有する者だけ
でなくその同室者も含めて国民のより健や
かな睡眠と円滑な人間関係を促進すること
を目指す． 
 
３．研究の方法 
(1) 可搬型睡眠時ブラキシズム診断システ
ムの検討 
 無線式筋電計（BMS6012，原田電子工業），
腕時計型生体センサ（東芝体動系NEM-T1，
東芝），騒音計（SE322，Center）から構
成される可搬型ブラキシズム診断システ
ム（図１）について，以下の３項目を検
討した． 

 図１ 無線式筋電計，腕時計型生体センサ，
騒音計からなる可搬型睡眠時ブラキシズム
診断システム 
 
 ①本システムの睡眠への影響 
 被験者 26 名について，本システムの装着
と測定による睡眠への影響をみるため，起床
時にアンケート調査を行った．睡眠への影響
がほとんどないと考えられる腕時計型の生
体センサのみを装着した日のデータ（１夜）
と全システムを装着した日（２夜）のデータ
を比較した． 

 ②睡眠時ブラキシズムに特異的な筋電波
形の抽出と閾値の選択 
 睡眠時ブラキシズムを認めるもの 16 名を
対象に特徴的な咬筋筋電波形を抽出し，ビデ
オ記録と照合してグラインディング音を伴
うブラキシズム関連イベント，グラインディ
ング音を伴わないブラキシズム関連イベン
ト，ブラキシズム非関連イベントの３つに分
類し，ブラキシズム検出の閾値を求めた． 
 ③ビデオ記録と比較した検出精度の検討 
 筋活動とビデオ記録を照らし合わせるこ
とにより，筋電波形から判定した睡眠時ブラ
キシズムの検出感度と特異度を算出した． 
 
(2) 心拍数上昇をトリガーとして電気刺激
により睡眠時ブラキシズムを抑制するシス
テムの開発 
 ①睡眠時ブラキシズム前後の心拍数変動
の分析 
 睡眠時ブラキシズムを認める 14 名を対象
として筋電心電テレメータシステム（EMG ECG  
Telemeter 00，原田電子工業）により自宅で
の睡眠中の片側咬筋筋電波形と心電波形を
連続２夜採得した．筋電波形からブラキシズ
ムを抽出し，その前後の心拍数変動を検討し
た． 
 ②電気刺激による睡眠時ブラキシズム抑
制効果の検討 
 前項の被験者の中から 10 名を対象にトリ
ガー送信ソフトに EMG Telemeter Util 
release 8.5 branch 06（原田電子工業），
電気刺激装置に NS101（ユニークメディカ
ル）を用いて心拍数上昇時に電気刺激を発生
するシステム（図２）を構築し，ブラキシズ
ム抑制効果を検討した． 

 図２ 睡眠時ブラキシズムの抑制システ
ム 

 心拍数上昇を検知し，刺激装置から電気刺
激を与える 
 
 被験者が自宅で３夜にわたって記録を行
い，１夜目は刺激なし，２夜目と３夜目は心
拍数上昇をトリガーとして感覚閾値強度な
いし痛覚閾値強度の電気刺激を筋電測定側
と反対側の咬筋部に与えた．感覚閾値強度と



痛覚閾値強度の順番は被験者ごとにランダ
ムにした． 
 
４．研究成果 
(1) 可搬型睡眠時ブラキシズム診断システ
ムについて 
 ①本システムの睡眠への影響 
 アンケートの結果，腕時計型生体センサの
みのデータと全システム装着時のデータと
の間には有意差を認めなかった．生体センサ
のデータでは，全システムを装着した２夜で
は１夜目のみ入眠時間が有意に延長した． 
 ②睡眠時ブラキシズムに特異的な筋電波
形の抽出と閾値の選択 
 筋電波形はphasic-type, mixed-type のそ
れぞれ 80％以上，85％以上がブラキシズム関
連イベントであった．tonic-type は約 95％
が非関連イベントであった．自発最大かみし
め時の 20％の筋活性が睡眠時ブラキシズム
検出の閾値として選択された． 
 ③ビデオ記録と比較した検出精度の検討 
 自発最大かみしめ時の 20％の筋活性を閾
値として判定した睡眠時ブラキシズムのビ
デオ記録に対する検出感度 90.8％，特異度
67.4％，検出精度 82.7％であった．筋電波形
に生体センサから得られる自律神経バラン
スを加えて判定すると検出感度は 88.4％と
わずかに低下したが，特異度は 74.2％に向上
し，検出精度も 83.5％とわずかながら向上し
た． 
 
(2) 心拍数上昇をトリガーとして電気刺激
により睡眠時ブラキシズムを抑制するシス
テムの開発 
 ①睡眠時ブラキシズム前後の心拍数変動
の分析 
 抽出された１夜あたりのブラキシズムの
平均と標準偏差は 30.7±12.5 回，睡眠１時
間あたりのブラキシズムは 6.3±1.8 回，ブ
ラキシズム１回あたりの筋電バースト回数
は 7.4±2.0 回，ブラキシズム持続時間 16.1
±4.9 秒であった．心拍数はブラキシズム発
生の１拍前から有意な上昇を示し，上昇率は
約 10％であった． 
 ②電気刺激による睡眠時ブラキシズム抑
制効果の検討 
 感覚閾値強度，痛覚閾値強度ともに電気刺
激により１夜あたりのブラキシズム，睡眠１
時間あたりのブラキシズム，ブラキシズム１
回あたりの筋電バースト回数，ブラキシズム
持続時間がすべて有意に減少した（図３）．
感覚閾値強度と痛覚閾値強度の間には有意
差はなかった． 
 被験者 10 名に対する総刺激回数は 17,963
回（感覚閾値強度 7,060 回，痛覚閾値強度
10,903 回）であったが，被験者が電気刺激に
気づいた回数は 11 回（感覚閾値強度 2 回，

痛覚閾値強度 9回）と極めて少なかった． 

 図３ 電気刺激によるブラキシズムの能
動的抑制効果 
 電気刺激により睡眠時ブラキシズムの診
断基準以下に減少した 
 
 以上のように，本研究期間中では可搬型睡
眠時ブラキシズム診断システムの有用性を
確認し，実験的プロトタイプではあるが睡眠
時ブラキシズムの能動的抑制システムを開
発した．無線式筋電計，腕時計型生体センサ，
騒音計からなる可搬型睡眠時ブラキシズム
診断システム，心拍数上昇をトリガーとして
電気刺激により睡眠時ブラキシズムを抑制
するシステムともに海外でも類をみない独
自のシステムであり，睡眠時ブラキシズムに
対する画期的な治療法となる可能性が期待
できる． 
 今後，心拍採得法や心拍数上昇の判定アル
ゴリズムの改善を行った実用的なプロトタ
イプの製作と，さらに臨床的に応用可能な製
品としての仕様の整ったプロトタイプの開
発，およびその効果の確認を行いたい． 
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